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7. サトウキビの部分深耕同時施肥 ・ 植付機

〔要約〕東北タイの砂質土壌におけるサトウキビ栽培における低コスト ・ 省エネルギ ー 化を図るため
に、 サブソイラ ー と施肥・植付機を結合した部分深耕同時施肥· 植付機を開発した。 これにより、 サト
ウキビの聾呈から植付けまでの作業工程を簡略化でき、 耕起 ・ 植付作業の燃料消費量 ・ 作業時間を削減
できる。
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［背景・ねらい］
東北タイの砂質土壌地帯では、サトウキビ生産の拡大に伴って大型農業機械の導入が進み、作物の浅根

化や土壌流亡の激化等を招く硬盤層の存在が問題化している。 また、 サトウキビ作においては多くの作
業機を用いる現栽培体系の改善による低コスト化が求められている。 そこで、 硬盤層の破壊、 透水性の
改善 ・ 表土流出抑制効果、 作物根域の拡大等を通して畑作物の収量性改善や耐乾性の増大等の効果を有
するサプソイル耕とサトウキビの施肥・植付作業とを結合させ、 サトウキビ作における耕起 ・ 植付け作
業体系の改善を図る。

［成果の内容•特徴］
l. 「サトウキビ用部分深耕同時施肥・植付機」（図l) は、 市販のサトウキビ植付機を改良し、 サブソイ

リング効果を持たせるための深耕ブレ ー ド及び部分耕を行うための耕起ブレ ー ドを取り付けたトラク
タ用アタッチメントである。

2. 本機での作業により、深耕ブレ ー ドの通過した中央深耕部は深さ60cm程度まで、またその周囲の部
分耕部は耕起ブレ ー ドにより深さ20cmまで膨軟にすることができ、深耕した直上に施肥 ・ サトウキビ
茎の植付を行える（図2)。

3. 深耕ブレ ー ドや耕起ブレ ー ドの取付によって植付機の牽引抵抗が増加し、 本機を牽引するためには
80 ~ JOOPS のトラクタが必要となる。 また、 それにより植え付け時の燃料消砦儡は約 2 倍程度増加す
るが、3連デイスクプラウによる耕起作業時とほぼ同等である。

4. サトウキビの耕起から植付けまでの作業工程は、：fJI: 起植付体系では心土破砕作業と耕起作業の一 部
を、 不耕起植付体系では耕起作業全体を省略できる（図3)。

本機を用いることにより恨行機械化1本系に比べ、 燃料消費量は耕起植付休系で約20%、 不耕起植付休系
で約70%削減され、作業時間も耕起植付体系で約25%、 不耕起植付休系で約70%、 それぞれ短縮される

（図4)。また、本機の利用による不耕起植付体系においてはサトウキビの根の発達が促され乾期の生存率
が向上する傾向にある。

［成果の活用面・留意点］
東北タイの砂質土壌地帯におけるサトウキビの低コスト ・ 省エネルギ ー 的耕起・植付体系モデルとして

活用できる。 サトウキビの生育・収量に及ぼす影響を評価する必要がある。 なお、 本機は東北タイと同
様な砂質土堀地幣におけるサトウキビ作にも適用できる。
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図1 試作した部分深耕同時施肥・植付機の概要
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全長 2100 mm 
全幅 1600 mm 
全局 2470 mm 
全重 800 kq 
溝切り深 200 mm 
サ)"')イル深 600 mm 
植付深 200 mm 
所要馬力80,.._,100 PS 
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回2 植付後の士壌硬度 図4 作業体系別作業時間（時間/ha)

［その他］
研 究課題：東北タイにおける耕畜結合高度化のための畑作付休系の策定
予算区分：国際プロ〔東北タイ〕
研究期間： 2001年度(2000 ~ 2001年度）
研究担当者：屋代幹雄（農研機構．）• 松尾和之·Chairoj Wongwiwatchai (コンケン畑作物研究センタ ー ）
発表論文等：（投稿準備中）
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